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■大きく育ってね（涸沼浄化協議会稚魚放流事業）

宣
●科学に親しみ、夢をはぐくむ
環境づくりを目指して
（大洗わくわく科学館開館イベント）



特集 わくわく科学館開館イベント

科学に親し砂夢を1さくくむ
環境つくりを目指して

た；代わくわC科学館南館イベ＞ト

＜ 

サイエンス サーカ スで行われたテー ブル実験。子 どもた ちは科学の不思議を体験しま した

っ

わくわく科学館の「う ずまき発生装置」

水の不思議な流れに興味津々

21
世
紀
を
に
な
う
子
ど
も
た
ち
の
「
自
ら
学
び
自
ら
考
え
、

主
体
的
に
活
動
す
る
」
環
境
づ
く
り
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
夢
、
あ
こ
が
れ
を
大
切
に
、
体
験
や
遊
び

を
通
じ
て
科
学
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
施
設
「
大
洗
町
わ
く
わ

く
科
学
館
」
が
7

月
1

日
に
オ
—
プ
ン
し
ま
し
た

。

わ
く
わ
く
科
学
館
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、
子
ど
も
た
ち

の
科
学
す
る
心
を
育
て
る
イ
ベ
ン
ト
、
科
学
体
験
子
ど
も
広

場
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
カ
ス
」
と
「
マ
リ
ン
＆
サ
イ
エ
ン
ス

フ
ェ
ス
タ
．
In
大
洗
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

体
験
や
遊
び
を
通
じ
て

科
学
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
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しんかい6500の一般公開では、最新鋭の潜水調査船を前に係員の説

明を聞いたり、記念撮影をする家族連れなどの姿がみられました （
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月
21
日
、
マ
リ
ン
＆
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ

•
I
n大
洗
が
大
洗
港
海
の
旬
間
実
行
委
員
会
と
大

洗
わ
く
わ
く
科
学
館
の
主
催
に
よ
り
大
洗
港
イ

ベ
ン
ト
バ
ー
ス
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
後
、
海
洋
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
の

有
人
潜
水
調
査
船
「
し
ん
か
い
6
5
0
0
」
と
支
援
母

船
「
よ
こ
す
か
」
が
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
わ
く
わ
く
科
学
館
で
は
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
会
場
に
訪
れ
た
方
々
は
離
岸
流
の
実
験

や
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
お
も
し
ろ
工
作
教
室
な
ど
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

一
小谷町長から大洗港入港記念の盾が

「よこすか」の湯川船長に贈られま

した

「
よ
こ
す
か
」
が
大
洗
港
第

4
埠
頭
へ
入
港
。
大
洗
高
校

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
「
ブ
ル
ー
ホ
ー
ク
ス
」
の
演
奏

な
ど
歓
迎
セ
レ
モ
一

＿
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た

‘‘̀ 

わくわく科学館芝生広場で行われた離岸流実験

沖へ流されるしくみがわかりやすく説明されました

わくわく科学館「創る部屋」でのエ作教室

キーホルダーや入浴剤、コー スター等おもいおもい

の作品が創られました
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望
輯寧偉麟こともUろIi

し
た
。

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

Lこ）

7
月
13
日
か
ら

15
日
の

大
洗
わ
く
わ
く
科
学
館
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

3
日
間
「
科
学
体
験
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
エ
ネ
ル

ギ
ー
サ
—
カ
ス
」
が
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、

3
日
間
合
計
で
約
1
万
人
の
人

出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

大
ホ
ー
ル
ス
テ
—
ジ
で
の
理
科
実
験
シ
ョ

ー
や
新
素
材
を
紹
介
し
た
テ
—
ブ
ル
実
験
な

ど
が
お
こ
な
わ
れ
、
訪
れ
た
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
科
学
の
不
思
議
な
世
界
を
体
験
し
ま

夏
海
小

6
年

中

島

裕

登

極
低
温
の
実
験
で
は
、
ゴ
ム
ボ
ー
ル
が
く
だ
け
た
り
、
バ

ナ
ナ
で
く
ぎ
が
打
て
た
り
、
超
伝
導
を
利
用
し
た
サ
ー
キ
ッ

ト
な
ど
不
思
議
な
現
象
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た

。

テ
—
ブ

ル
実
験
で
は
、
水
を
吸
収
す
る
高
吸
水
性
樹
脂
や
力
を
光
や

音
、
熱
に
変
え
る
素
材
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た

で
す
。

夏
海
小

6
年

小

野

瀬

静

自
分
に
は
考
え
つ
か
な
い
よ
う
な
実
験
ば
か
り
で
見
る
も

の
す
べ
て
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
「
実
験
っ
て
お
も
し
ろ
い

な
」
と
思
っ
た
。

夏
海
小

4
年

深

作

敏

貴

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
友
達
と
「
ト
ロ
ッ
コ
発
電
」
に
挑
戦
し

て
＿
生
懸
命
動
か
し
ま
し
た
。
電
気
を
作
る
の
は
大
変
で
ち

よ
っ
と
疲
れ
ま
し
た
。

夏
海
小

4
年

高

須

睦

エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
カ
ス
で
極
低
温
の
実
験
を
見
ま
し
た
。

す
こ
い
と
思
っ
た
の
は
、
風
船
を
極
低
温
（
液
体
チ
ッ
ソ
）

の
中
に
入
れ
る
と
割
れ
す
に
し
ぽ
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
で

す
。
そ
し
て
中
か
ら
出
す
と
膨
ら
ん
で
い
く
の
で
す
。
と
て

も
不
思
議
で
し
た
。

す
ょ
っ
と
ピ
ッ
ウ
リ
、
新
た
な
消

R

(H̀
？
Il
ギ
ー
サ
ー
を
7
を
沫
諒
L
F
)
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9 j 

-
わ
く
わ
く
科
学
館
と
な
り

大
型
遊
具
て
遊
へ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た

（
 

‘、
体
を
使
っ
て
思
い
っ
き
り

遊
べ
る
施
設
に

子
ど
も
た
ち
が
集
い
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
遊
空
間
、

町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
大
型
遊
具
施
設
が
大
洗
わ
く

わ
く
科
学
館
と
な
り
に
完
成
し
ま
し
た
。

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
的
な
複
合
遊
具
や
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

感
覚
の
ネ
ッ
ト
遊
具
、
約
6
メ
ー
ト
ル
の
灯
台
タ
ワ

—
や
口
—
ラ
ー
滑
り
台
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
冒
険
心

を
か
き
た
て
る
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

7
月
11
日
に
は
、
第
二
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
「
遊
び
初
め
」
が
行
わ
れ
、
楽
し
げ
な
歓
声
が

こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
声
を
反
映
し
ま
し
た

設
置
場
所
や
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
対
象
年
齢
、
遊

具
の
構
成
内
容
等
、

P
T
A
連
絡
協
議
会
や
保
育

所
・
幼
稚
園
の
関
係
者
等
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
設
置
場
所
は
わ
く
わ
く
科
学
館
の
隣

接
地
の
芝
生
広
場
、
対
象
年
齢
を
園
児
か
ら
小
学
生

と
し
、
わ
く
わ
く
科
学
館
の
建
物
を
「
船
」
と
見
立

て
、
ネ
ッ
ト
遊
具
部
分
を
「
海
」
、
塔
の
遊
具
部
分
を

「
灯
台
」
、
複
合
遊
具
部
分
を
「
磯
場
」
と
イ
メ
—
ジ

し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た

(5) 広報おおあらい 2001.8.7 
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大
洗
の
夏
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
の
＿
つ
八
朔
祭
が
8
月
25
日
（
土
）
、

26

日
（
日
）
の
2
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

8
月
25
日
の
前
夜
祭
に
は
、
山
車
が
町
内
を
練
り
歩
き
、

26
日
に
は
荒
磯

神
輿
、
山
車
巡
行
、
磯
節
パ
レ
ー
ド
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
も

歩
行
者
天
国
（
曲
松
ー
大
貫
商
店
街
）
を
実
施
し
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
こ
家
族
そ
ろ
っ
て
、
ぜ
ひ
、

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 ，

 
禁

▼
二
基
の
山
車
を
巡
行
し
ま
す
。

▼
歩
行
者
天
国
（
曲
松
、
金
沢
、

通
町
、
永
町
、
髭
釜
町
、
大
貫

町
商
店
街
）

15
時
か
ら
21
時
ま
で

▼
歩
行
者
天
国
イ
ベ
ン
ト

ロ
ア
イ
ア
ン
キ
ッ
ズ
ビ
レ
ッ
ジ

口
酒
蔵
寄
席

□大
漁
焼
き
・
大
道
芸

ロ
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

・
チ
ン
ド
ン
屋

口
勝
手
に
の
ど
自
慢

□お
も
し
ろ
科
学
実
験
教
室

ロ
ス
ト
ラ
イ
ク
ア
ウ
ト

□エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ベ
っ
こ
う
飴
細
工

口
体
操
教
室
・
子
供
広
場

□カ
ツ
オ
叩
き
・
サ
イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ

口
子
供
神
輿

ロ
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

・
チ
ン
ド
ン
屋

ロ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ロ
ゴ
ル
フ
パ
ッ
ト
ゲ
ー
ム

口
早
食
い
コ
ン
テ
ス
ト

口
開
催
セ
レ
モ
ニ
ー

口
青
空
デ
ィ
ス
コ
・
屋
台
村

口
流
し
そ
う
め
ん

・
野
点
・
大
道
芸

ロ
バ
ン
ド
演
奏

口
で
き
た
て
市
・
昔
あ
そ
び

口
輪
投
げ
ゲ
ー
ム

口
手
打
ち
そ
ば
ゲ
ー
ム

口
商
店
街
オ
リ
エ
ン
テ
—

リ
ン
グ

口
氷
の
彫
刻
・
大
道
芸

口
縁
台
将
棋

・
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
・
チ
ン
ド
ン
屋

□カ
ー
リ
ン
グ

口
べ
っ
こ
う
飴
細
エ
・
射
的

□カ
ラ
オ
ケ
大
会

□氷
溶
か
し
ゲ
ー
ム

□オ
ー
プ
ン
フ
ァ
フ
ァ

ロ
ジ
ェ
ン
ガ
・
ベ
イ
ブ
レ
ー
ド

口
う
ち
わ
プ
リ
ク
ラ

口
で
き
た
て
市

．
ミ
ニ
動
物
園

ロ
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

・
チ
ン
ド
ン
屋

□新
人
歌
手
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

口
木
工
ワ
ー
ル
ド

口
は
ま
ぐ
り
焼
き
・
八
朔
焼
き

口
手
打
ち
そ
ば
づ
く
り

□い
き
い
き
体
操

口
生
バ
ン
ド

・エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

口
か
る
め
焼
き

□大
道
芸

口
針
金
細
工

□大
貫
小
吹
奏
楽

獅
子
舞

問合せ

大洗町商工会

合 (266)1711 

/-l＼帷祭l＼゚レード(8目26日） 歩行者天国

荒 磯 神輿

磯節パレード

山車（漁協）

曲がり松

15: 30 

00 16 

19 00 

大貫

大洗高校マーチングバンド 18:20 

サンバパレード 18 

山車（青団連） 19 

30 

00 

永町

16: 00 

16: 40 

19: 30 

髭

19 

19 

19 

釜

00 

20 

30 

髭

17 

17 

釜

00 

30 

大貫

17: 30 

20 18 

永町

19: 30 

20: 00 

20: 00 

18 00（新道）

20:00（永町）→21:00(1冊がり松）

曲がり松

20: 00 

20: 20 

21 : 00 
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先日、南中学校の長澤校長から気持ちがすがす

がしくなるお話を伺った。

それは、南中学校3年生の修学旅行での出来事。

宿泊でお世話になった京都の旅館「お花坊」は宿

を改装してまもなく宿泊した生徒のいたすらで修

繕を余儀なくされ、意気消沈していたところへ南

中学校の3年生が訪れた。南中学校の生徒たちは、

食事を運んでいると「手伝いますか」と声をかけ、

お風呂の後片付けや部屋の整頓など旅館の方々が

手を出すことがないくらいに片付け ・手伝いがで

きた。

女将さんから、「長いこと旅館の仕事をしていま

すがこんなすばらしい生徒さんは初めてです。生

徒さんたちにお礼が言いたいので時間をいただけ

ませんか」との申し出があり、宿を出発する日に

従業員の方々と目頭をおさえながら「南中学校の

生徒によって勇気づけられ、また仕事に励む気力

がでた」とお礼を述べられたという。

また、数多くの修学旅行生が訪れる延暦寺の赤

松和尚からもお褒めの言葉をいただき、同行した添乗員からは「延

暦寺の赤松先生が一緒に記念写真に入ってくれるなんて未だかつて

なかったことですよ」と言われたという。

南中学校は茨城県初の教科教室型などを取り入れ、県内のみなら

す、全国的に見ても大きな話題となり、平成13年度公立学校優良

施設表彰の文部科学大臣奨励賞を受賞し、 7月31日に山口市にお

いてその表彰を受けたところです。

何かと注目が集まる中で生徒たちは一人一人が「大洗南中学校の

生徒」という自覚を持って生活し、生徒の自主性を育てるという教

育目標が達せられております。今回の生徒たちの自覚ある行動は、

日頃からの各家庭でのしつけや子どもへの接し方、また校長先生を

はじめとした先生方とPTAや地域の方々の努力と熱意の成果であ

り、大きな喜びを感じました。

00 

大
洗
町
長

小
谷
隆
売

自
覚
あ
る
行
動
に
感
動

大
洗
町
出
身
、
現
在
阪
神
タ
イ
ガ

ー
ス
で
活
躍
す
る
井
川
慶
投
手
の
後

援
会
が
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
関
係
者
と

O
B
が
中
心
と
な
り
小
谷
町
長
を
会

長
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

井
川
選
手
は
、
大
洗
町
野
球
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
、
南
中
学
校
野
球
部
を

経
て
、
水
戸
商
業
か
ら
阪
神
タ
イ
ガ

ー
ス
に
入
団
し
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

大洗町成人式に参加した

井川選手

こ
れ
か
ら
の
井
川
選
手
の
活
躍
を

地
元
か
ら
の
声
援
で
盛
り
上
げ
ま
し

ょ
う
。

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

e井
川
慶
選
手
後
援
会
が
発
足

井川選手を応援してくださる方の後

援会への入会を募集しております。

問合せ

沼田

石塚

清文

栄

TEL • FAX267-5857 

TEL • FAX267-1857 

TEL266-1119（消防本部）

（
 

五
反
田
地
区
に
隣
接
す
る

一
本
松

地
区
に
お
い
て

一
本
松
土
地
区
画
整

理
事
業
の
造
成
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

一
本
松
地
区
は
、
市
街
化
区
域
で

あ
り
な
が
ら
土
地
が
細
長
か
っ
た
り
、

道
路
に
接
し
て
い
な
か
っ
た
り
す
る

た
め
に
宅
地
利
用
が
困
難
な
状
況
で

し
た
。
そ
こ
で
、
五
反
田
や
和
銅
と

同
じ
よ
う
に
地
権
者
に
よ
る
土
地
区

画
整
理
組
合
が
設
立
さ
れ
、
平
成
10

年
か
ら
一
本
松
土
地
区
画
整
理
事
業

と
し
て
、
良
好
な
住
宅
地
の
形
成
を

目
指
し
て
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
区
画
整
理
事
業
と
一
緒
に

都
市
計
画
道
路
の
整
備
も
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
町
は
、
堀
割
か
ら
五
反

田
地
区
に
向
か
う
都
市
計
画
道
路
関

根
祝
町
線
の
未
整
備
区
間
の
道
路
用

地
を
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
確
保
し

て
も
ら
い
、
そ
の
用
地
費
等
相
当
分

を
負
担
金
と
し
て
一
本
松
土
地
区
画

整
理
組
合
に
支
出
し
ま
す
。
そ
の
後
、

町
が
道
路
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
よ
り
、

一
本
松
地
区
だ
け
で
な
く
五
反
田
地

区
も
大
洗
駅
方
面
へ
の
交
通
の
便
が

良
く
な
り
ま
す
。 ゜

一
本
松
土
地
区
画
整
理
組
合
で
は
、

保
留
地
（
宅
地
）
の
販
売
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
造
成
工
事
が
進
み
、
現
地

で
宅
地
の
位
置
や
形
状
・
高
さ
が
わ

か
る
秋
口
に
募
集
を
始
め
る
予
定
で

す
。
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
合
せ
／
町
役
場
都
市
建
設
課
内

一
本
松
土
地
区
画
整
理
組
合
事
務
局

6

(
2
6
7
)
5
l
l
l
 

（
内
線
2
5
5

2
5
6
 

今
秋
、
保
留
地
の

分
譲
を
予
定

医

造
成
工
事
が
進
む

一
本
松
土
地
区
画
整
理
事
業

‘‘̀ 
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風
鈴
に
返
す
風
あ
り
鳴
り
に
け
り

明
神
町
小
松
崎
美
代

（
評
）
一
旦
風
鈴
の
音
が
止
み
、
暫
く

間
を
置
い
て
か
ら
又
鳴
り
始
め
た
。
ア、

先
刻
の
風
が
引
き
返
し
て
き
た
の
だ

ナ
。
と
述
べ
た
処
が
俳
詣
。
吹
き
過
ぎ

た
風
が
、
再
び
吹
き
戻
る
筈
も
な
く
、

風
鈴
の
二
度
目
の
奏
者
は
次
な
る
風
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

虹
消
え
て
普
段
の
海
に
戻
り
け
り

新
町
酒
井
省
三

（
評
）
一
湾
の
天
空
を
彩
っ
て
い
た
虹

が
遂
に
消
え
た
。
夢
見
心
に
見
守
っ
て

い
た
作
者
の
視
界
に
残
っ
た
の
は
、
い

つ
も
の
見
馴
れ
た
普
段
の
海
で
あ
っ

た
。
と
言
っ
て
い
る
の
だ
が
、
実
は
、

消
え
去
る
前
、
赤
、
橙
、
黄
、
緑
、
青
、

藍
、
菫
の
七
色
の
懸
け
橋
の
華
麗
さ
を

読
者
に
想
い
起
こ
さ
せ
る
手
法
な
の
で

あ
る
。

ヘ
ル
メ
ッ

ト
脱
げ
ば
少
女
や
汗
拭
ふ

蔵
前
田
山
佳
風

（
評
）
街
道
の
風
を
切
っ
て
颯
爽
と
単

車
を
と
ば
す
若
者
達
。
目
深
に
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
被
っ
た
そ
の
い
で
た
ち
は
‘

＿

見
男
女
の
別
も
定
か
で
は
な
い
。
今
車

を
道
傍
に
停
め
て
、
脱
い
だ
ヘ
ル
メ

ッ

ト
の
下
か
ら
現
れ
た
の
は
、
少
女
の
汗

．． ． ． 
嫌
壇

梅
雨
入
り
や
悲
し
き
ニ
ュ
ー
ス
良
き

ュ
ー
ス

一
杯
の
顔
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ひ
と
や
す
み

草
刈
り
て
風
の
通
り
に
一
休

束
光
台
大
川
た
か

（
評
）
軒
先
き
で
あ
ろ
う
と
、
野
良
の

畦
道
で
あ
ろ
う
と
、
土
さ
え
あ
れ
ば
ア

ツ
と
言
う
間
に
生
い
茂
る
夏
草
。
だ
か

ら
炎
天
下
に
汗
し
て
刈
り
取
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
。

一
休
み
し
て
汗
を
退
か
せ
よ
う

と
、
片
蔭
の
風
の
通
り
み
ち
に
腰
を
下

ろ
し
た
の
で
あ
る
。

梧
子
の
花
咲
き
初
め
て
偲
ぶ
人

夏
海
大
貫
千
代
子

（
評
）
こ
の
偲
ぶ
人
は
、
辻
彦
三
氏
、

雅
号
前
原
青
嵐
で
あ
る
。
去
年
不
慮
の

事
故
に
遇
い
、
多
く
の
歌
人
俳
人
に
惜

し
ま
れ
つ
つ
急
逝
し
た
人
で
あ
る
。
筆

者
の
庭
に
も
氏
か
ら
戴
い
た
振
子
が
毎

夏
芳
香
を
放
っ
て
い
る
し
、
氏
の
庭
の

実
梅
が
、
梅
干
し
と
な
っ
て
瓶
に
納
ま

っ
て
い
る
。
振
子
や
梅
を
愛
し
、
柚
子

を
配
り
歩
い
て
人
に
親
し
ん
だ
青
嵐
先

輩
で
あ
る
。

桜
道
桑
名
渓
水

（
評
）
悲
喜
、
善
悪
、
世
相
の
諸
々
を

伝
え
る
テ
レ
ビ
新
聞
等
の
ニ
ュ
ー
ス
で

●
使
林
亀
泉
進

み
ん
な
の
ひ
ろ
は

か
た
つ
む
り

の
ぞ
き
見
る
葉
蔭
の
小
さ
き
蝸
牛

桜
道

上
野
君
枝

悠
久
の
水
音
ひ
び
く
青
田
か
な

金
沢
猿
田
俊
子

夏
帽
子
並
ぶ
茶
店
の
賑
ひ
に

新
町
岸
和
田
和
子

ri 、’/

み
仏
の
お
顔
優
し
き
夏
木
立

角

一

鈴
木
さ
た

こ

が

ね

む

し

金
亀
虫
ぶ
つ
か

っ
て
く
る
庭
に
仔
つ

東
光
台
田
中
勝
枝

久
方
の
虹
を
惜
し
み
て
19ち
尽
し

桜
道
真
田
静
子

． ． r
5
オ
児
「
海
中
さ
ん
ぽ
」

．
 
一 ．

 

、ジ
c
 .-. 

六
月
の
波
音
重
く
砂
を
這
ふ

髭
釜
川
崎
京
子

も
季
題
の
適
切
な
按
配
に
よ
っ
て
は
立

派
に
俳
句
の
素
材
と
な
り
得
る
と
い
う

こ
と
だ
。
長
雨
の
う
っ
と
う
し
さ
、
睛

間
の
輝
く
太
陽
、
或
は
洪
水
の
惨
禍
等
、

も
た
ら

梅
雨
の
府
す
現
象
は
、
そ
の
儘
世
相
の

ニ
ュ
ー
ス
と
重
な
り
合
っ
て
い
る
よ
う

だ。半
世
紀
ぶ
り
の
母
校
や
桐
の
花

永

町

浅

見

＿二
千
子

（
評
）
桐
の
花
咲
く
母
校
を
半
世
紀
ぶ

り
に
訪
れ
た
。
芳
香
を
放
つ
う
す
紫
の

桐
の
花
影
に
吾
が
少
女
時
代
の
姿
を
重

ね
合
は
せ
て
、
先
生
の
こ
と
、
友
垣
の

こ
と
な
ど
追
憶
に
耽
っ
た
の
で
あ
る
。

通
り
過
ぎ
た
半
世
紀
の
歳
月
を
校
庭
の

こ
の
桐
は
、
初
夏
の
訪
れ
と
共
に
花
を

咲
き
継
い
で
来
た
の
で
あ
る
。

． 
3
オ
児
「
な
か
よ
し
ペ
ン
ギ
ン
」

．
 
一

． 
4
オ
児
「
ゆ．

 ．
 

-
？
り
つ
乙
ギ
マ

恵
泉
保
育
園

風
鈴
制

r
'
z
:
≪
d
 

I

t

,

＇o
.

1
.
2
オ
児
「
リ
ン
リ
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「祭りばや し」

「潮騒」 細島

安 秀一

＊ 

＠ 

も、フ

せきぐち ゅうと

関口悠斗＜ん

（東光台2区 1歳2ヶ月）

お父さん 健 お母さん 尚美

「いたすらの大好きなゆうとくんです。ケガ

をしないかハラハラ、ドキドキの毎日です。」

ア
イ
ド
ル
！

わたなぺ のりよし しほ

渡邊 矩吉＜ん・ 紫穂ちゃん

（寺釜7区 5歳0ヶ月 ・1歳lヶ月）

お父さん 吉行 お母さん みどり

「早くお兄ちゃんと一緒にかけっこしたい

な。どっちが早いかな？」

(9) 広報おおあらい 2001.8.7 
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町民ソフトボール大会

＜
 7月1日、 8日の日曜日2日間にわたり、総合

運動公園で、大洗町町民ソフトボール大会が開

催されました。フリーの部に 18チーム、レデ

ィースの部に3チーム、お父さんの部に6チー

ムの参加があり、日ころボールに親しんでいる

チームは切れのある名プレーをそうでないチ

ームはその場をなこます迷プレーを披露してい

ました。両日とも晴天に恵まれ、初夏の強い日

差しのなか、参加した選手全員がいい汗をかい

ていました。

人

まちをきれいに
クリーンアップ大洗

7月8日、全町一斉に「クリーンアップ大

洗」が行なわれました。日曜日の早朝にも

かかわらす、多くの町民のみなさんが参加

し、海浜や主要道路沿い、自宅の周辺のコ

ミ収集や除草に精を出しました。今年から

町内の小中学生が学校単位で参加したこと

もあり、短時間で効率よく町内の清掃がで

きたようです。観光の季節だけでなく、一

年を通じてきれいで住みよい町にしていき

たいですね。

2001.8.7 広報おおあらい (10) 
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ジャガイモ掘り体験

7月ll日、第一保育所では家庭教育学級事業の一環

として、親子で参加するジャガイモ掘り体験を行ないま

した。自分たちの握りこぶしよりも大きなジャガイモを、

土の中から掘りおこすたびに、子どもたちの間には大き

な歓声がわきあがりました。当日は職場体験学習の一中

生が同行しており、季節の自然体験と中学生とのふれあ

いは、子どもたちの今後の成長にとって大きな糧となる

ことでしょう。

(l l) 広報おおあらい 2001.8.7 

ちょっくら健康館
6月25日、東光台集会所で「ちょっくら健康館」

（移動保健センター）が開かれました。これは、町

内各地区の集会所で、周辺の高齢者の方を対象に、

こ自身の健康について考えていただくとともに、み

なさんで楽しい時間をすごしてもらおうという試み

です。内容は保健婦や栄養士による健康講座やお楽

しみコーナーなどで、参加した方々からは「とても

楽しかった。また実施してほしい。」という声がた

くさんありました。月1回各集会所で行なう予定で

す。みなさんお気軽にこ参加ください。

夏休み

朝のいきいき体操
子どもたちは待ちに待った夏休みに入り、町内各所で

朝のラジオ体操が行なわれているようです。7月24日朝

6時30分、大貫町内の諏訪神社では、周辺にお住まいの

方々が毎朝続けている「いきいき体操」に、子どもたちが

参加していました。不規則になりがちな夏休み期間中、

「いきいき体操」を毎朝の習慣として健康な体づくりに励

んでほしいと思います。

し^



幕
末
と
明
治
の
博
物
館

第
2
回
特
別
展

「
大
洗
の
あ
ら
た
な

魅
力
を
さ
ぐ
る
」

大
洗
は
、
昔
か
ら
多
く
の
文
学
者
が

歌
を
詠
み
、
画
家
は
数
々
の
風
景
を
描

き
、
海
に
魅
了
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
は
、
与
謝
野
晶
子
を

は
じ
め
、
山
村
慕
鳥
や
野
口
雨
情
な
ど

大
洗
を
訪
れ
た
文
学
者
、
自
分
の
心
の

目
を
通
し
て
海
を
自
由
に
表
現
し
て
い

る
画
家
た
ち
の
作
品
を
中
心
に
紹
介

し
、
大
洗
の
魅
力
に
迫
っ
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
大
好
き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
学
校
の
先
生
や
友
だ

ち
な
ど
、
大
切
な
人
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
あ
た
た
か

の
INFORMA 

＜
 

応
募
期
間
／
9
月
30
日
ま
で

み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
観
光
の
町
大

洗
を
美
し
い
町
に
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
、
第
2
回
ま
ち
に
花
を
育
て
る
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

対
象
／
多
く
の
人
の
目
に
ふ
れ
る
道
路

沿
い
の
花
壇
や
塀
、
窓
や
壁
等
に
飾
ら

れ
、
快
適
な
環
境
、
景
観
の
美
化
に
役

立
っ
て
い
る
花
な
ど

応
募
方
法
／
対
象
の
全
景
写
真
（
サ
ー

ビ
ス
判
｀
複
数
枚
可
）
と
応
募
者
（
推

薦
者
）
の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
（
町
内

名
）
、
電
話
番
号
を
写
真
裏
面
に
記
入

し
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
）

-T
3
ー
ー
の
ー
3
9
2

大
洗
町
役
場
都
市
建
設
課
内

緑
化
推
進
協
議
会
事
務
局

ま
ち
に
花
を
育
て
る
コ
ン
テ
ス
ト
係

第
2
回
「
ま
ち
に
花
を

育
て
る
コ
ン
テ
ス
ト
」

い
気
持
ち
を
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
く
だ
さ

い
。
ぜ
ひ
、
家
族
み
な
さ
ん
で
「
」
参
加

く
だ
さ
い
。

期
間
／
9
月
9
日
ま
で
（
月
曜
日
休
館
）

入
場
料
／

一

般
7
0
0
円

中
高
生
3
0
0
円

小
学
生
1
5
0
円

開
館
時
間
／
午
前
9
時
＼
午
後
4
時

問
合
せ
／
幕
末
と
明
治
の
博
物
館

6

(
2
6
7
)
2
2
7
6
 

お
買
い
物
の
際
に
も
ら
う
レ
ジ
袋
、

年
間
何
枚
も
ら
う
と
思
い
ま
す
か
。
生

産
量
か
ら
み
る
と
l
人
2
5
0
枚
も
ら

っ
て
い
て
、
そ
の
大
半
が
コ
ミ
と
し
て

捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
「
環
境

に
や
さ
し
い
買
い
物
運
動
」
の
一
環
と

し
て
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
作
っ
た
お
買
い
物
バ

ッ
グ
を

大
募
集
し
ま
す
。

応
募
条
件
／
①
県
内
に
居
住
ま
た
は
通

勤
し
て
い
る
人
②
県
内
で
活
動
し
て
い

る
非
営
利
目
的
の
団
体
、
サ
ー
ク
ル

作
品
内
容
／
▽
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
、

企
業
等
の
知
的
所
有
権
を
侵
害
し
な
い

も
の
▽
素
材
は
な
る
べ
く
地
球
環
境
に

優
し
い
も
の
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
意
識
し

た
も
の

▽
機
能
性
、
経
済
性
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
性
を
考
え
、
自
分
が
持
ち
た
い

ょ
う
な
も
の

応
募
方
法
／
個
人
、
団
体
と
も
各
2
点

ま
で
で
、
作
品
に
応
募
用
紙
を
添
え
て

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
／
8
月
31
日

（
金
）
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

表
彰
／
▽
最
優
秀
賞
ー
点
（
賞
状
、
副

賞
商
品
券
5
万
円
分
）
▽
優
秀
賞
2
点

（
賞
状
、
副
賞
商
品
券
ー
万
円
分
）
▽

特
別
賞
6
点
（
賞
状
、
副
賞
商
品
券
ー

千
円
分
）

主
催
／
環
境
保
全
茨
城
県
民
会
議

問
合
せ
／
環
境
保
全
茨
城
票
民
会
議
事

務
局

C

(
3
0
l
)
l
l
l
l

（
内
線
2
9
4
l
)

＼ 、w、WSummer
“いさいき”コン什-卜

観光の町“大洗＇の最も忙しい夏の最後に、「みなさん お疲れさま 1 また

来年もがんばろうね！」そんな意味を込めて音楽好きな仲間が集まって開いてい

ます。そして、演奏している人と聴いている人が、 一緒になって、音楽を通して、

夏の疲れを癒し新しい元気が湧いてくる、そんなコンサー トです。野外ですので

気楽に来場ください。

日

場

出

時／9月1日（土）午後5時～

所／大洗マリンタワー前芝生広場

演／ ・大洗町民吹奏楽団 ・磯浜小学校吹奏楽部

ドレミファキッズ ・中川社中＆さざんか音楽院

混声合唱 しおさい ・竹と松のアンサンブル

アイアンキッズ支援隊 ・クレージュ

大洗いきいき会

問合せ／藤本弘幸 合267-4684

大山吐志 合267-2068

運
動
不
足
の
解
消
と
新
し
い
仲
間
づ

く
り
に
、
気
軽
に
楽
し
く
、
い
い
汗
流

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
毎
月
第
4
木
曜
日

午
後
7
時

1
9時

場
所
／
大
洗

一
中
体
育
館

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
マ
イ
バ
ッ
グ
毎
月
第
4
木
曜
日
は

コ
ン
テ
ス
ト
」
開
催
ス
ポ
ー
ツ
の
日

種
目
／
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ユ
ニ
カ
ー
ル

＊
用
具
等
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

対
象
／
小
さ
い
子
か
ら
大
人
ま
で

ス
タ

ッ
フ
／
大
洗
町
体
育
指
導
委
員

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
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水戸地方広域市町村圏協議会

第11回「笠間のまつり 」 €□雇»
◇8月16日（水） 1830~2100 灯篭流し

場 所／亀ヶ橋北公園（笠間ショッピングセンター隣）

◇8月24日（金） 1800~2100 出陣祭

◇8月25日（土） 1700~2130 ねぶた＆神輿パレー ド

場 所／笠間稲荷神社周辺

問合せ／笠間のまつり実行委員会事務局

合0296-72-l l l l （内線16l 23 l) 

サマー 7 ェステ ィ バルinかつら （ うぐいすの里まつ り） 、I~
◇8月25日（土）

場 所／桂村総合野外活動センター グリーン桂「うぐいすの里」

問合せ／桂村役場産業振興課

合029-289-22l l （内線3334) 

なかがわ水まつり

｀ 
◇8月26日 （日）

場所／那珂川大橋周辺河川敷

問合せ／御前山村商工会 合0285-55-2408

URL http/ /www net-ibaraki ne.jp/gznshoko/ 

なかひまわりフ ェ ステ ィ バル €置□9
◇9月2日（日）

場 所／那珂総合公園および周辺ひまわり畑

問合せ／那珂町役場経済課 合028-288-l l l l（内線232)

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
末
日

が
納
期
で
す
。
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
ケ
ガ
や
病
気
で
障
害
者
と
な

っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
障
害
基
礎
年

金
や
、
夫
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子
ど

も
の
い
る
妻
に
支
給
さ
れ
る
遺
族
基
礎

国
民
年
金
保
険
料
は

毎
月
忘
れ
す
納
め
ま
し
ょ
う

年
福

年
金
の
支
給
条
件
を
満
た
せ
す
、
こ
れ

ら
の
年
金
を
請
求
で
き
な
く
な
る
お
そ

れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
す
納
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
つ
い
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま

い
が
ち
な
方
や
忙
し
く
て
納
め
に
い
け

な
い
方
に
は
、
町
内
の
金
融
機
関
の
指

定
口
座
か
ら
毎
月
自
動
的
に
保
険
料
が

振
替
納
付
さ
れ
る
、
口
座
振
替
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

経
済
的
に
ど
う
し
て
も
保
険
料
が
納

め
ら
れ
な
い
と
い
う
場
合
に
は
、
保
険

料
の
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。
こ
自
身

の
年
金
を
受
け
る
権
利
を
確
保
す
る
た

め
に
も
末
納
の
ま
ま
に
せ
す
、
申
請
手

続
き
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
住
民
課
国
民
年
金
係

（
内
線
l
l
4
)

C> 

児
童
扶
養
手
当
•
特
別
児

童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

の
提
出
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
や
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

8
月
ー
日
現

在
で
前
年
の
所
得
状
況
等
を
届
出
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
該
当
の
方
に
は
、

後
日
書
類
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

8
月
以

降
も
引
き
続
き
手
当
て
を
受
け
る
た
め

に
必
要
な
書
類
で
す
の
で
、
必
す
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
内
線
ー
5
l
)

検診日程・会場

受付時間
検診 日

8 30~1 l 00 13 00~ 15 00 

9月 4日（火） 神山集落センター 大貫集会所

9月 5日（水） 上宿集会所 寺釜堀川集会所

9月 6日（木） 松川集落センター 角ー集会所

9月 7日（金） 堀割集会所 堀割集会所

9月 8日（土） ゆっくら健康館 ゆっくら健康館

9月ll日（火） 新町会館 松ヶ丘住宅集会所

9月12日（水） 大洗町漁業協同組合 大洗町漁業協同組合

9月13日（木） ゆっくら健康館 ゆっくら健康館

9月14日（金） 東光台集会所 東光台集会所

9月15日（土） ゆっくら健康館 ゆっくら健康館

今
年
度
も
9
月
に
健
康
診
断
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
自
分
自
身
の
健
康
管
理

の
た
め
、
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ

う。40
歳
以
上
の
方

〔
基
本
健
康
診
査
・
結
核
健
康
診
断
・

肺
が
ん
検
診
〕

内
容
／
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
・
身
体

計
測

・
血
圧
測
定

・
尿
検
査
・
血
液
検

査

・
眼
底
検
査
心
電
図
検
査
・
喀
痰

細
胞
検
査
・
前
立
腺
検
診

(60
歳
以
上

の
男
性
）

19
歳
i
3
9
歳
の
方

〔
成
人
病
検
診
・
結
核
健
康
診
断
〕

内
容
／
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

・
身
体

計
測

・
血
圧
測
定

・
尿
検
査

・
血
液
検

査

．
心
電
図
検
査

平
成
13
年
度
結
核
・
基
本

健
診
実
施
の
お
知
ら
せ

C) 

注
意
事
項

0
検
査
当
日
は
、
後
日
郵
送
さ
れ
る
ハ

ガ
キ
を
必
す
こ
持
参
く
だ
さ
い
。
該

当
者
で
受
診
券
の
届
か
な
い
方
は
、

当
日
会
場
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

0
4
月
28
曰
5
月
13
日
に
行
わ
れ
た

総
合
健
診
を
受
け
た
方
は
、
今
回
の

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

0
40
歳
以
上
の
方
は
、
健
康
手
帳
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

〇
妊
娠
中
の
方
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
は
で
き
ま
せ
ん
。

0
ボ
タ
ン
や
金
具
の
つ
い
た
衣
類
、
ラ

メ
や
ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
着

衣
お
よ
び
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
付
け
て

の
受
診
は
こ
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〇
採
尿
は
会
場
で
行
い
ま
す
。

0
検
査
料
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

問
合
せ
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
係

6

(
2
6
6
)
l
o
l
o
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寧慮1ヨ隼1D肩力15
富欝響(&5耀U.t）0万も
偏隕輯が奎額●饂l~t&!ります

介護保険では、介護を国民みんなで支えるため、原則として40歳以上のすべての方に、保険料を負担し

ていただています。65歳以上の方については、制度開始の昨年4月から今年9月までは保険料が軽減され

ていましたが、今年10月からは、本来の納付額を納めていただくことになります。保険料の納め方は、老

齢・退職年金の受給額等によって特別徴収と普通徴収に分けられます。

【平成13年度 65歳以上の方の保険料】

前年の所得状況に応じて次の5段階に分かれます。

饗

/ 

所得段階 対象者 保険料

第 1段階 生活保護受給者、住民税非課税世帯の老齢福祉年金受給者 l 0,575円

第 2段階 住民税非課税世帯 75,862円

第 3段階 本人が住民税非課税 21,150円

第4段階 本人が住民税課税で、前年の所得が250万円未満 26,437円

第 5段階 本人が住民税課税で、前年の所得が250万円以上 31,725円

年金からの天引き（特別徴収） 老齢・退職年金が年額18万円以上の方

0年6回の年金支給時に2ヵ月分の保険料が天引きされます。

〇遺族年金、障害年金、老齢福祉年金のみ受給されている方は天引きできません。

所得段階 4月 6月 8月 70月 12月 2月 年額

第 l段階 l, l 00円 1,100円 7,700円 2,475円 2,400円 2,400円 10,575円

第 2段階 7,700円 1,700円 1,700円 3,762円 3,500円 3,500円 15,862円

第 3段階 2,300円 2,300円 2,300円 4,850円 4,700円 4,700円 21,150円

第 4段階 2,800円 2,800円 2,800円 5,937円 5,900円 5,900円 26,437円

第 5段階 3,500円 3,500円 3,500円 7,225円 7,000円 7,000円 31,725円

＼
 

口座振替、納付書による金融機関への納入（普通徴収） ・老齢・退職年金が年額18万円未満

の方遺族年金、障害年金、老齢福祉年金のみ受給されている方，年度途中で65歳になった方

〇口座振替または納付書により町が定める金融機関に納めていただきます。

所得段階 1期(5月末） 2期(6月末） 3期(8月末） 4期(9月末） 5期(ll月末）6期(12月末） 7期(1月末） 年額

第 1段階 l, l 00円 1,100円 1,375円 1,000円 2,000円 2,000円 2,000円 70,575円

第 2段階 1,700円 1,700円 1,662円 1,500円 3,100円 3,100円 3,100円 15,862円

第3段階 2,300円 2,300円 2,250円 2,000円 4,100円 4,100円 4,100円 21,150円

第4段階 2,800円 2,900円 2,837円 2,500円 5,100円 5,100円 5,100円 26,437円

第 5段階 3,500円 3,500円 3,425円 3,000円 6,100円 6,100円 6,700円 37,725円

図書室

相
談
日
／
毎
週
金
曜
日

場
所
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

ー
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
午
後
ー
時
30
分

1
3時

＊
第
ー
金
曜
日
の
み
弁
護
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
（
要
予
約
）
相
談
無
料

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

6

(2
6
6
)
3
0
2
l
 

休
館
日
／
8
月
13
日
（
月
）

27
日
（
月
）

9
月
3
日
（
月
）

・10
日
（
月
）

貸
出
時
間
／
午
前
9
時
30
分

1

午
後
4
時

30
分

貸
出
期
間
／
2
週
間

(
l
人
3
冊）

*
8月
31
日
ま
で
は
、
午
後
5
時
30
分

ま
で
こ
利
用
で
き
ま
す
。

心
配
こ
と
相
談

相 火
火

1
1
1
1
0
 

20
日
（月）
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サ
煤同参圃み今年 苓
両 。1.8

男女共同参画社会の推進にむけて
「男女共詞参画社会甚本法」から

「茨城県男女共同参画推進条例」 まで

男女参画キーワード

知ですか？
ロジェンダー

ロセクシュアル・ハラスメント

ロドメスティック・バイオレンス

□エンバワーメント

どれだけご存

ロリプロダクティブヘルス／ライツ

答えは…

ジェンダー ：文化的・社会的につくられた性

差。生物学的な性別と区別して用いられる。

セクシュアル・ハラスメント ：性的いやがらせ

のこと。

ドメスティック・バイオレンス ：家庭内や夫、

恋人からによる女牲への暴力。

エンバワーメント ：力（パワー）をつけるこ

と。具体的には、自ら意識と能力を高め、政

治的、経済的、社会的及び文化的に力をもっ

た存在となること。

リプロダクティフヘルス／ライツ ：「性と生

殖に関する健康と権利」と訳される。身体的、

精神的、社会的に良好な状態にあり、安全な

性生活を営み、子供をいつ何人産むか、また

は産まないかなどを、当事者である女性に幅

広い自己決定権を認めようとする考え方。

21
世
紀
の
日
本
社
会
の
中
で
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
は
か
る
た
め
、

平
成
1
年
6
月
に
「
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
、
大
き
な
柱

と
し
て
、
次
の

5
つ
の
基
本
理
念
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
男
女
の
人
権
の
尊
重

②
社
会
制
度
、
慣
行
へ
の
配
慮

③
政
策
決
定
の
場
へ
の
男
女
共
同
参
画

④
家
庭
生
活
と
他
活
動
の
両
立

⑤
国
際
的
協
調

こ
れ
ら
の
基
本
理
念
に
も
と
づ
い

て
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
は
、
男
女

共
同
参
画
社
会
を
形
成
し
促
進
す
る
た

め
の
施
策
を
定
め
、
実
施
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
、
国
民
一
人
一
人
に
は
、

職
場
や
地
域
、
そ
の
他
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

を
め
ざ
す
よ
う
努
め
る
こ
と
が
目
標
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
「
ハ
ー

モ
ニ
—
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
男
女
共
同
参

画
社
会
を
推
進
し
て
き
た
茨
城
県
で

は
、
平
成
13
年
4
月
に
「
茨
城
県
男
女

共
同
参
画
推
進
条
例
」
を
制
定
し
、

〇
嗅
の
責
務
の
明
確
化

〇
就
労
環
境
の
整
備

0
男
女
共
同
参
画
推
進
月
問
の
設
置

〇
苦
情
等
の
処
理
体
制
の
整
備

〇
性
別
に
よ
る
権
利
侵
害
の
禁
止
等

な
ど
の
基
本
理
念
を
立
ち
上
げ
、
地
域

の
実
情
に
そ

っ
た
男
女
共
同
参
画
社
会

の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
は
、
少

子
高
齢
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱

え
る
今
日
の
社
会
の
な
か
で
、
「
男
女

が
性
別
に
よ
る
制
限
を
う
け
す
、
学
校
、

地
域
、
家
庭
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
い
て
自
分
ら
し
い
生
き
方
が
で
き

る
」
魅
力
あ
る
町
つ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー

ド
に
な
る
と
い
え
そ
う
で
す
。

C> 

●大洗文化センター● fl266-2442 

月 日曜 催事内 容 開始時間 開催場所 入場方法

8 31 金 運転免許証更新時講習会 800~ 大会議室関係者

， 8 土 蒻日本民謡協会資格者認定試験（予定）900~ ホール 関係者

15 土 敬老会 900~ 全 館 関係者

町・県民税（第2期）

国民健康保険税（第3期）

介護保険料（第3期）

国民年金(8月分）

納期は8月31日までです。

(15) 広報おおあらい 2001.8.7 
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ケアシホンヤドカリ
真っ赤な触角が特徴的なこのヤドカリ、大洗近辺の磯で

は、ホンヤドカリ（触角はしま模様）と並んで同じくらい

多く見られます。両種とも、共通な巻貝（クボガイ、イボ

ニシガイ、イシダタミなど）を背負っているので貝殻だけ

でどちらか判断することはできません。

当館では、 1年を通して不定期ですが磯に出かけ、生物

の観察と採集を行っています。数の多少は別にして1年中

観察できる種類の一つにこのヤドカリが掲げられます。多

い時期は、 1つの岩の上に 10尾以上数えられる時もあり｀

小さい体ながらも生命力の強さを感じさせられます。

＼ 

編集発行●大洗町役場町長公室 〒377-7392茨城県東茨城郡大洗町磯浜町6887-275 合 029(267)577 7（代） 印刷●冨士オフセット印刷株式会社

◎ '※この広報紙は、古紙配合率700％の再生紙を使用しています。
もJ..0


